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研究成果の概要（和文）： 

アブハジア人のインフォーマントより収集した一次資料に基づいて、アブハズ語文法を記述し
た。基本的なデータベースとして用いたのは、すでに本研究者が出版したアブハズ-英語辞典で
ある『Analytic Dictionary of Abkhaz』（ひつじ書房．2010）である。記述されたアブハズ語文法
の内容は、音韻論、形態論、統語論であり、特に詳細に記述した所は動詞形態論である。これ
を英文にしてまとめ、平成 24 年度の科研費・研究成果公開促進費「学術図書」に応募し内定を
得た。平成 25 年２月に出版予定である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The aim of the present study is to describe the Abkhaz language. Based on the material collected 

mainly from my Abkhaz consultant, I have written a grammar of Abkhaz. The intended purpose is 

the same as that of my Analytic Dictionary of Abkhaz (Hituzi Syobo Pubishing, 2010), being an 

exhaustive description of the Abkhaz morphology, in particular the verbal morphology. The 

grammar comprises phonology, morphology, syntax, and texts. It will be published with the help of 

Grants-in-Aid for Scientific Research (No. 245071) in 2013.  
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１．研究開始当初の背景 

研究開始当初までに行われていたアブハズ
語研究は、アブハズ語の動詞形態論の研究
（平成 12-13 年度と平成 14-15 年度の科学研
究費補助金，それぞれ基盤研究（Ｃ）1と（Ｃ）
2）、アブハズ語テキストの分析と基礎語彙集
の作成（平成 16-17年度の科学研究費補助金，
基盤研究（Ｃ））、及びアブハズ語のデータベ
ース構築と辞書作成（平成 18-20 年度の科学

研究費補助金，基盤研究（Ｃ））である。こ
れらの研究は全てアブハズ語の母語話者よ
り調査収集した一次資料を基にして行った
ものである。これら一連の調査によって、お
よそ動詞 1200 語、その他の語彙およそ 5000
語を含む辞書を編纂した。この辞書の動詞の
項目においては、少なくとも次の形態を必ず
記載した：(a)終止形と非終止形（関係節や
疑問文を作る際に基本となる形）の現在時制
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とアオリストのクラス・人称活用形（肯定と
否定の両形）、(b)命令形の２人称単数と複数
形（肯定と否定の両形）、(c) absolutive（ロシ
ア語の副動詞に相当する形）の肯定形と否定
形。また基本動詞およそ 300 語に関しては、
全てのテンス・アスペクトの人称形、各文法
範疇の肯定と否定形（アオリスト形で代表）
を出来る限りインフォーマントより調査し
記載した。名詞については、アブハズ語は曲
用変化がないため複数形のみを調査し記載
した。これらの記載に際しては、出来る限り
音声の正確さを期するように努めた。例えば、
挿入母音であるシュアー schwa の出没、全て
の語形におけるアクセント位置、有声・無声
子音のヴァリアントなどの記述に心懸けた。 
 他方、アブハズ語の民話テキストと神話テ
キストを中心に用例を収集し、これを各形態
素に分析し、英語の翻訳を付けてデータベー
ス化した。この成果の一部は平成 16-17 年度
の科学研究費の研究成果報告書である、
Analysis of Texts and a Basic Lexicon of the 

Abkhaz Language. 1-562. 2006 として、また
Abkhaz Text (1)-(6)として発表した。これが研
究開始段階でのアブハズ語のデータベース
の内容である。 

 

２．研究の目的 

研究の目的は、今まで集積したアブハズ語の
データを基にして、悉皆的なアブハズ語文法
を記述することである。特に今まで詳細に記
述されることがなかった複統合的特徴を表
す動詞複合体の形態に重点を置き、そのアク
セント移動の記述までも含めた網羅的な記
述を目指した。 

 目的として設定したアブハズ語文法の内
容は以下である：序論（アブハズ語研究小史，
文字）、音韻論（子音と母音、アクセント）、
形態論（名詞、代名詞、形容詞、数詞、副詞、
動詞、派生語の形成）、形態統語論（使役、
法、再帰、抱合、疑問の各形態の派生方法）、
統語論（様々な節の表現、発話小辞、動詞内
接辞による空間表現、繋辞構文、相互構文、
絶対構文、他動性、倒置構文、様々な動詞内
接辞の役割、等）。このような内容のアブハ
ズ語文法をつくることにより、アブハズ語の
テキスト解釈のための基本的リファレンス
を提供することを目指した。さらに文法と辞
書とテキストの３点を提供するために、この
文法にはアブハズ語の神話テキストおよび
民話テキストを付けることにした。本研究者
の Analytic Dictionary of Abkhaz（ひつじ書房、
2010）とこのアブハズ語文法を提供すること
により、アブハズ語の総合的な研究の完成を
目指した。 

 

３．研究の方法 

研究方法は、今までアブハジアのインフォー

マントから調査収集したアブハズ語のデー
タベースを基に、標準アブハズ語文法を記述
することである。具体的には音韻論から統語
論に亘り、次の項目を中心にデータベースか
ら例を取りだして記述する： 
（１） 音韻論： 
母音シュワーの現れをアクセントと子音結
合との関連で調査する。長音の開母音の音韻
的な位置を決める。アブハズ語アクセントの
法則（「Spruit の法則」）の有効性とその類型
論的な意味を他の音調言語を参考にして調
べる。子音音素の出現頻度とその類型論的な
関係を調べる。 
（２） 形態論： 
名詞については、複数形と合成語、およびそ
れらのアクセントを調べ、アブハズ語アクセ
ントの Spruit の法則が名詞派生語に有効かを
調べる。代名詞は人称代名詞とその他の代名
詞を記述する。後者は３つの直示系に分けて
記述する。形容詞は派生方法と接尾辞の種類
に分けて記述する。数詞は個数詞と順序数詞
を記述し、個数詞と名詞の結合方法を記述す
る。動詞は最も詳細に記述する。まず動詞に
付加する人称、クラスを表す接頭辞を記述す
る。さらに動詞が取り得る基本的なクラス・
人称接頭辞によって、動詞を Aから Hまでの
クラスに分けて、各動詞のパラダイムを記述
する。この際に動詞のアクセントパラダイム
を３つに分けて、さらに動詞を下位分類する。 
（３） 形態統語論： 
使役、法（命令法、叙想法、願望法、可能法、
非意志法、実相法）、ヴァージョン、再帰、
不安定動詞、抱合、疑問についてその派生方
法と用法を記述する。 
（４） 統語論： 
節（時間を表現する節、条件節、原因節、譲
歩節、関係節、間接陳述節、目的節）、発話
小辞、場所を表現する動詞接頭辞、繋辞構文、
相互構文、絶対構文、動詞の他動性、倒置構
文、動詞に付加する接頭辞的不変化詞、動詞
複合体内のその他の接辞、について節や構文
の作り方とその用法を記述する。特に複文に
関して、テンス・アスペクトの観点からも記
述する。 
（５） テキスト： 
神話テキストと民話テキストをラテン文字
に転写し、形態素に分析し、そこにグロスを
付け、英訳をつける。さらに詳細な文法的な
注釈をつける。 
 
４．研究成果 
アブハズ語のデータベースを基にしてテキ
ストを含めたアブハズ語文法をまとめた。具
体的な成果は以下である： 
（１） 序論： 
アブハズ語研究史の概説と文字の特徴を纏
めた。文字には音声的転写（IPA），音韻的転



 

 

写と翻字，名称をつけた。 
（２） 音韻論： 
アブハズ語の音韻体系をまとめ、シュアーの
出没の条件を明確にし、それを法則の形で提
起した。長音の a の音韻的な位置を確定した。
アクセントについては、動詞に３つのアクセ
ントタイプ（APa, APb, APc）を認めた。さ
らにアブハズ語のアクセント法則である
「Sprui の法則」の有効性を名詞と形容詞につ
いて調査し、有効な法則であることを示した。
補説として、アブハズ語のアクセントの音調
起源についての仮説を他の音調言語と関連
させて述べている。 
（３） 形態論： 
形態論は大きく２つに分けて記述した。動詞
以外の品詞と動詞である： 
 名詞については、アブハズ語には格変化が
ないので、複数形、クラス、派生の形態を
中心に記述した。合成語については語根に
付く接尾辞を網羅的に調査し、そのアクセ
ント素性を調べた。そして Sprui の法則がこ
こに当てはまるかを調査して、それを記述し
た。代名詞については、人称代名詞、所有代
名詞とその接頭辞、再帰代名詞、指示代名詞、
疑問代名詞、および代名詞的形容詞を記述し
た。形容詞については、形容詞を非派生形容
詞、接尾辞による派生形容詞の２つに分け、
その用法を記述した。さらに関係詞化された
形容詞の形態を記述した。形容詞のアクセン
トにおいても、Sprui の法則が当てはまるかを
調査して、それを記述した。副詞については、
副詞を単純副詞と派生された副詞の 2種類に
分け、後者の派生過程を中心に記述した。最
後に数詞については、個数詞と順序数詞と倍
数詞を記述した。個数詞は人のクラスと人以
外のクラスに分け、名詞との結合の方法を調
査し、これを記述した。 
 動詞については、形態論の中で最も詳細に
その形態を記述した。まず動詞に付加する接
辞（クラス・人称接頭辞と動詞前接辞 preverbs、
および様々な機能をもつ接尾辞と接頭辞）を
記述した。その次に、動詞が取り得る基本的
なクラス・人称接頭辞と動詞の状態形と動態
形によって、動詞を A-1 から Hのクラスまで
に分け（これは G.デュメジルの分類を一部修
正したもの）、各クラスのパラダイムを記述
した。このパラダイムを記述するに際しては、
動詞のアクセント型を３つに分け（APa, APb, 
APc）、これを範例とともに記述した。またこ
れらの記述に際しては、終止形と非終止形、
およびそれらの肯定形と否定形を必ず記述
した（各時制形もまた同時に網羅的に記述す
ることを心懸けた。特に全ての範例の見本と
したのは、現在形とアオリスト形である）。
このようなアクセントを含めた動詞の詳細
な記述は斯界において他に例がなく、本研究
が初めて行ったものであり、オリジナリティ

を主張することができる。 
（４） 形態統語論： 
使役、法（命令法、叙想法、願望法、可能法、
非意志法、実相法）、相 version、再帰、不安
定動詞、抱合、疑問について、それらの派生
方法と用法を記述した。これらの記述も単な
る派生方法を記述するだけでなく、動詞の
A-H までの各タイプにその派生方法を具体例
を挙げながら記述した。範例としてそれぞれ
の現在形とアオリスト形を挙げた。また派生
の際のアクセントの移動もできる限り調査
し、それを記述した。 
（５） 統語論： 
アブハズ語の節の構造を次の７つにまとめ
て記述した。１．時間を表現する節：９つの
動詞接辞（例えば、“when”, “while”, “as soon 

as”, “until”, “since”, “every time”, 等の意味を
表す接辞）を用いる節を記述するとともに、
動詞のテンス・アスペクトについても調査し、
記述した。２．条件節：単純な条件節と非現
実の条件節を記述した。３．原因節、４．譲
歩節、５．関係節：関係代名詞的な機能を果
たす動詞複合体と関係副詞的な機能を果た
す動詞複合体を記述した。６．間接陳述節、
７．目的節。 
 発話小辞（日本語の「…と（言った）」に
相当する発話の引用を示す小辞）、場所を表
現する動詞接頭辞（一部の動詞において、名
詞に位格的なマーカーが現れず，動詞複合体
内部に現れる位格的なマーカー）、動詞に付
加する接頭辞的不変化詞（民話テキストにお
いて多用される、行為の強調を表現する小
辞）について、それらの例を民話テキストか
ら引用しながら、記述した。 
 さらに次の構文を記述した：繋辞構文、相
互構文、絶対構文、倒置構文。相互構文につ
いては２つの相互マーカーをもつ構文を記
述した。絶対構文については、肯定形と否定
形を記述するとともに、主節と従属節の時間
的な関係（同時に行う行為か継起的に行う行
為かという関係）に分けて記述した。また統
語的ピボットも調査した。倒置構文について
は、この構文で用いられる動詞を調査し、そ
の他動性を調べた。これらの構文（及びその
他の形態的特徴）からアブハズ語動詞の他動
性を決める基準を提示した。最後に動詞複合
体に付加するその他の接辞（例えば、道具を
表す接辞）を記述した。 
（６）テキスト： 
神話テキストと民話テキストをラテン文字
に転写し、形態素に分析し、そこにグロスを
付け、英訳をつけた。さらに詳細な文法的な
注釈を付けた。ここで文法分析されている方
法は、「アブハズ語文法」において行った手
法である。文法的な注釈は初学者がテキスト
を正確に解釈することを心懸けたためであ
る。 



 

 

 これらを「A Grammar of Abkhaz」とし
て文法書の形にまとめた。これを平成 24
年度科学研究費補助金・研究成果公開促
進費「学術図書」に応募し、内定を得た
（課題番号 245071）。平成 25 年２月にひ
つじ書房より出版の予定である。 
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